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øõø　ίϩφՒʹ͓͚Δೖࢼ報׆ಈͷస

2020（令和 2 ）年度は，新型コロナウイルス感染症

の感染拡大の影響により，入試報活動の方向స換を

余ّなくされた．それまで対面で実ࢪされてきた説明

会や相談会，オープンキャンパス等の報活動につい

て，多く大学がオンラインでの実ࢪに切りସえた（例

えば新ׁ大学（٢田΄か 2021），静岡大学（Ӎ

2021），৴भ大学（一之΄か 大学（田ٿླྀ，（2021

中΄か 島大学（Ӭ田΄か，（2021 2021）など）．

東北大学もまた例外ではなかった．東北大学が従前

より織的に行ってきた入試報活動は，高校๚問，

入試説明会，進学説明会・相談会，オープンキャンパ

スの û つに大ผされるが，2020（令和 2 ）年度には，

このうち入試説明会，進学説明会・相談会，オープン

キャンパスがオンラインによって実ࢪされた（ৄࡉに

ついては，倉元΄か 2020，久保΄か 2021a，久保΄

か 2021Cを参র）．

2021（令和3）年に入ってもなお，新型コロナウイ

ルス感染症のҖはਰえることなく， 1 ݄ þ 日にट

のݍ 1  3 が発令されたことにݴ事態એٸۓでݝ

い， 1 ݄ ÿ 日には本学の「新型コロナウイルス感染拡

大止のための東北大学の行動指（̗̘̥）」がレ

ϕル 2 にҾき上げられた．さらに，新年度をܴえた û

݄ 1 日からは，レϕル 3 へとҾき上げられることと

なった．

このような状گ下で，2022（令和 û ）年度入試に向

けた2021（令和 3 ）年度の入試報活動も，Ҿき続き

オンラインを中心に実ࢪする方となった．ただし，

2020（令和 2 ）年度にഓったノウハウや，アンケート

等を通じてಘた参加者の要をもとに，2021（令和 3 ）

年度は，感染止対ࡦをపఈすることを要݅に，可能

なൣғで対面による報活動をซせたハイブリッドで

の実ࢪを目指した．

本稿では，高等学校の進࿏指導୲教員を対とし

た入試報活動である「東北大学入試説明会」をऔり

上げ，ࡢ年度からの変ߋ点を明確にし，実ࢪ結果を比

較することで，次年度へ向けた課題を析出する．

øõù　౦大学ೖࢼઆ໌ձ
2000（ฏ成12）年度より開始された入試説明会は，

東北大学入試ηンターが主࠵する主要な入試報活動
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2021年度の入試報活動も，ࡢ年度にҾき続きオンラインを中心に実ࢪすることとなった．本稿では，高
等学校の進࿏指導୲教員を対とした入試報活動である東北大学入試説明会についてऔり上げ，オンラ
インでのऔみを中心に成果を報告するとともに，次年度へ向けた課題を析出する．2021年度は，入試ηン
ター教員が୲する説明会はオンラインで，学部の教員も協働するઋ会場のみは対面で実ࢪされた．オン
ライン入試説明会は，ࡢ年度の実ࢪ結果を踏まえて実ࢪ時間ଳ等の変ߋを加えた上で，ý ݄に18ηッション，
そのޙ，入学者選抜要߲の確定をडけて ÿ ݄に 2 ηッション実ࢪした． ý ݄と ÿ ݄の参加者は，それͧれ
174໊と55໊であった．事ޙアンケートの結果から，参加者のຬ度も充分に高いことがࣔされ，ࡢ年度と
同程度のクオリティおよび効果の維持が確ೝできた． 2 年間のऔみを通して，オンラインによる入試報
活動の基൫が築かれたとݴえる．



─  170  ─

久保 沙織΄か・オンラインによる高校教員向け入試説明会の実践と評価（2）

の 1 つであり，コロナ禍以前は，全国のෳの会場に

出向き，対面で実ࢪされてきた．2019（令和元）年度

には全国21ࢢを会場に実ࢪされ，中でもઋ会場は，

2007（ฏ成19）年度から分科会方ࣜを࠾用したことで，

全国で།一，֤学部の教員による入試解説の機会と

なっていた（倉元΄か 2020）．

�����ɹྩ ù౦େֶೖࢼઆ໌ձ

2020（令和2）年度の入試説明会は，新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大にい，はじめてオンライン

で実ࢪされた（ৄࡉについては，久保΄か2021aを参

র）．全国を11のブロックに分けて， þ ݄13日（݄）

から ÿ ݄ þ 日（金）の間に計39ճの説明会を実ࢪし，

そのすべてを入試ηンターの教員が୲した．参加者

は，194校・226໊であった．2019（令和元）年度の

参加者は557໊であったが，このうち232໊がઋ会

場への参加者であり，学部教員が説明を୲うઋ会場

特有の事情や，オンライン入試説明会では，同一高校

からの申ࠐみ可能人を1ճのηッションにつき 2 ໊

（ 2 ճઢ）までに制限したことを考ྀすると，オンラ

インでも概Ͷ例年と同程度の参加者を確保できたと評

価できる（倉元΄か 2020）．

�����ɹྩ ú౦େֶೖࢼઆ໌ձ

2021（令和 3 ）年度は，入試ηンター教員が୲す

る説明会はオンラインで実ࢪし，学部の教員と協働し

て行うઋ会場のみは対面で実ࢪすることとなった．

「令和 3 年度東北大学入試説明会 ઋ会場」は， ý ݄

29日（Ր）に，ઋ国際ηンターで開࠵された．入試

ηンター教員および，東北大学の10の学部（医学部は

医学科，保健学科ผ），さらには現代的リϕラルアーツ，

キャリア支援，特ผ支援の教員を加えた計15໊の教員

による説明会と，個ผ相談が行われた．新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大止のため，֤部の収容人

の ü 割となるよう定員を制限し，事前の参加申ࠐみ

を必ਢとした．参加者は，東北地方を中心に総計57校・

142໊であった．なお，ઋ会場における説明会はす

べて日に収を行い，オンデマンド形ࣜで視ௌでき

るよう:ouTuCeで動ըが公開されている．

以下では，ࡢ年度の実ࢪ結果をΤϏデンスとして，

いくつかの変ߋを加えて実ࢪされたオンライン入試説

明会を中心に，成果とޙࠓの課題について論じる．

ù ɽྩúΦϯϥΠϯೖࢼઆ໌ձͷ࣮֓ࢪཁ
まず，2021（令和 3 ）年度に実ࢪしたオンライン入

試説明会の実ࢪ概要を介する．特に，ࡢ年度のオン

ライン入試説明会に対する振り返りや参加者への事ޙ

アンケートの結果を踏まえた変ߋ点についてৄड़する．

ùõø　࣮ࢪ時ظ
従来の対面での入試説明会は，֘年度の「東北大

学入学者選抜要߲」の公ද時期に合わせて開࠵されて

きた（ࡢ年度の実ࢪ時期ܾ定のܦҢについては，久保

΄か 2021aを参র）．「令和4年度東北大学入学者選抜

要߲」は，2021（令和 3 ）年 ý ݄10日に，「定版」

が公දされた．新型コロナウイルス感染症への対応に

より，試験日程や実ࢪ方法に変ߋが生じる可能性が

あったことから，定版では，入学者選抜日程の概要

の一部を「ௐ中」とࡌهしていた．このような状گ

であったが，ࡢ年度と同様に，高校教員に対して少し

でもૣく入試情報をಧけ，直的な対話を通して教員

や生ెの不҆をܰݮすることを༏先し，ý ݄14日（݄）

から24日（木）（日をআく）の日程で，オンライン

入試説明会を実ࢪすることにした．申ࠐみ開始は ü ݄

24日（݄）であった．

そのޙ， þ ݄ ü 日に国立大学協会より「h 国立大学

の2022年度入学者選抜についての実ࢪ要ྖʱの改గに

ついて（通知）」が発出された．これに基づき，入学

者選抜日程が再検討され，「ௐ中」であった日程が

確定し， þ ݄30日には，その結果を反өした「令和 û

年度東北大学入学者選抜要߲」が公දされた．これを

डけ，「オンライン入試説明会（内容確定版）」とশし

て，加の説明会を ÿ ݄27日（金）に実ࢪすることと

し， þ ݄20日（Ր）には申ࠐみडを開始した．

ùõù　 ý ݄ͷೖࢼઆ໌ձͷ࣮ํࢪ๏
，年度と同様ࡢ 1 ηッション60分，֤ηッションの

定員は20໊とした．2020（令和 2 ）年度のオンライン

入試説明会における事ޙアンケートの結果，一部の参

加者がよりい時間の実ࢪを希していたことから

（久保΄か 2021a），実ࢪ時間ଳの見直しを行い，֤ 日，

15:30-16:30（全日）と，13:05-14:05または16:00-17:00（隔

日）の 2 ηッションとした．
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2020（令和2）年度は，全国֤地で実ࢪしてきた従

来の入試説明会をできる限り踏ऻしようという基本方

の下，地域ごとにブロック分けを行い，ۈ校が所

在するブロックの説明会に申しࠐんでもらう方法を

とった．ࡢ年度のオンライン入試説明会への参加者の

地域分から，֤ブロックに事前に定めた開࠵ճ

（ηッション）は概Ͷద切であったことがࣔされた

ものの， 3 ηッションઃ定していた東海ブロックのう

ち 1 ηッションは申ࠐ者が0となり流れてしまったり，

1 ηッションのみのઃ定であったभԭೄブロックで

は 1 ໊しか参加者がいなかったりと， 1 ηッション20

໊の定員を有効に活用できない事例が生じた（久保΄

か 2021a）．オンラインによる60分の説明会では，対

面の場合のように地域ごとの実情やニーζに合கした

情報提供に重きを置くよりも，定員を有効活用し，ど

の地域からの参加者にも必要な情報を公ฏにಧけるこ

との方が重要であると考え，2021（令和 3 ）年度は，

ブロック区分をഇ止した．

会社フロムࣜגみシステムはࠐ年度と同様，申ࡢ

ϖージが提供するOCANsを利用し，説明会は;oom

ミーティングで行われた．

ùõú　 ÿ݄ͷೖࢼઆ໌ձʢ༰֬ఆ൛ʣͷ࣮ํࢪ๏
ÿ ݄27日（金）のオンライン入試説明会（内容確定

版）では， ý ݄時点でطに公දされていた事߲の解説

は最小限に抑え，新たに確定した内容を中心に説明す

ることを目的としたため， 1 ηッションの時間を45分

（質疑応答ؚΉ）に短ॖし，15:30-16:15と16:30-17:15の

2ճの実ࢪとした．定員は֤ճ500໊とし，申ࠐみフΥー

ムはGoogleフΥームを利用した．説明会は;oomウΣ

Ϗナーで行われた．

ú ɽྩ úΦϯϥΠϯೖࢼઆ໌ձ࣮ޙࢪͷ
ධՁ

úõø　 ý આ໌ձࢼͷೖࢪ࣮݄
�����ɹਃऀࠐͱࢀՃऀ

2021（令和 3 ）年度6݄および2020（令和 2 ）年度

のオンライン入試説明会の申ࠐみ・参加状گをද 1 に

ࣔした．

2020（令和2）年度の説明会では，41ճのηッショ

ンを༧定していたが， 2 つのηッションで申ࠐ者が ÷

となったため，実際に実ࢪされたのは39ճであったが，

2021（令和 3 ）年度は༧定した18ճのηッションすべ

てが実ࢪにࢸった．ࡢ年度から分以下にηッション

東北大学 㧗度教㣴教育・学生ᨭᶵ構 ⣖要第 �ྕ ����

った．年度のオンラインධヨㄝ明会への参加者のᆅ

ᇦ分ᕸから，ྛࢡࢵࣟࣈに前に定めた㛤ദ回数（ࢭ

㐺ษであったことが♧されたものࡡン数）はᴫࣙࢩࢵ

の，3 のうちࢡࢵࣟࣈン設定していた東ᾏࣙࢩࢵࢭ 1

ンは⏦㎸者がࣙࢩࢵࢭ 0 となりὶれてしまったり，1

ではࢡࢵࣟࣈ⦕の設定であったᕞἈࡳンのࣙࢩࢵࢭ

1 名しか参加者がいなかったりと，1 ンࣙࢩࢵࢭ 20 名

の定員を᭷ຠにά用できない例が生じた（ஂಖほか

2021a）．オンラインによる 60 分のㄝ明会では，対面の

ሙ合のようにᆅᇦࡈとの実情やࢽーࢬに合致した情報

ᥦ౪に重きを⨨くよりも，定員を᭷ຠά用し，どのᆅ

ᇦからの参加者にもᚲ要な情報をබᖹにᒆࡅることの

方が重要であると考え，2021（令和 3）年度は，ࢵࣟࣈ

．༊分をᗫṆしたࢡ

 年度と同様，⏦㎸ࢸࢫࢩࡳムはᰴᘧ会♫ࣟࣇム࣌

ーࢪがᥦ౪する OCANs を利用し，ㄝ明会は Zoom ࣑

ーࢸンࢢで⾜われた．

���� � �᭶のධヨㄝ明会（内容☜定∧）の実施方法

8 ᭶ 27 ᪥（㔠）の「オンラインධヨㄝ明会（内容☜

定∧）」では，6 ᭶Ⅼで᪤にබ表されていた項の解

ㄝは最ᑠ㝈にᢚえ，᪂たに☜定した内容を୰ᚰにㄝ明

することを目的としたため，1 ンの㛫をࣙࢩࢵࢭ 45

分（質応答含ࡴ）に▷⦰し，15:30-16:15 と 16:30-17:15

の 2 回の実施とした．定員はྛ回 500 名とし，⏦㎸ࡳ

ームは࢛ࣇ Google ームを利用した．ㄝ明会は࢛ࣇ

Zoom ．ーで⾜われたࢼࣅ࢙࢘

���令和 � 年度オンラインධヨㄝ明会実施後の評

価

��1� � �᭶実施のධヨㄝ明会

3.1.1 ⏦㎸者数と参加者数

2021（令和 3）年度 6 ᭶およࡧ 2020（令和 2）年度

のオンラインධヨㄝ明会の⏦㎸ࡳ・参加≧ἣを表 1 に

♧した．

表 1．今年度と年度の⏦㎸ࡳ・参加≧ἣの比較

ண定

回数

実施

回数

⏦㎸

者数

参加

者数

参加⋡ 参加

ᰯ数

R3 18 18 216 174 80.6㸣 147 
R2 41 39 273 226 82.8㸣 194 

2020（令和 2）年度のㄝ明会では，41 回のࣙࢩࢵࢭ

ンをண定していたが，2 ンで⏦㎸者がࣙࢩࢵࢭのࡘ 0

となったため，実㝿に実施されたのは 39 回であった

が，2021（令和 3）年度はண定した 18 回のࣙࢩࢵࢭン

すてが実施に⮳った．年度から༙分௨ୗにࢩࢵࢭ

ࣙン数をῶらしたことを考៖すると，参加者数，参加

ᰯ数ともに分な数を⥔ᣢできていた．年度よりᑡ

ないࣙࢩࢵࢭン数で，20 名の定員を᭷ຠにうことが

でき，よりຠ⋡的な㐠Ⴀとなった．

図 1．今年度と年度の㒔㐨ᗓ┴ู⏦㎸者数の比較
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った．年度のオンラインධヨㄝ明会への参加者のᆅ

ᇦ分ᕸから，ྛࢡࢵࣟࣈに前に定めた㛤ദ回数（ࢭ

㐺ษであったことが♧されたものࡡン数）はᴫࣙࢩࢵ

の，3 のうちࢡࢵࣟࣈン設定していた東ᾏࣙࢩࢵࢭ 1

ンは⏦㎸者がࣙࢩࢵࢭ 0 となりὶれてしまったり，1

ではࢡࢵࣟࣈ⦕の設定であったᕞἈࡳンのࣙࢩࢵࢭ

1 名しか参加者がいなかったりと，1 ンࣙࢩࢵࢭ 20 名

の定員を᭷ຠにά用できない例が生じた（ஂಖほか

2021a）．オンラインによる 60 分のㄝ明会では，対面の

ሙ合のようにᆅᇦࡈとの実情やࢽーࢬに合致した情報

ᥦ౪に重きを⨨くよりも，定員を᭷ຠά用し，どのᆅ

ᇦからの参加者にもᚲ要な情報をබᖹにᒆࡅることの

方が重要であると考え，2021（令和 3）年度は，ࢵࣟࣈ

．༊分をᗫṆしたࢡ

 年度と同様，⏦㎸ࢸࢫࢩࡳムはᰴᘧ会♫ࣟࣇム࣌

ーࢪがᥦ౪する OCANs を利用し，ㄝ明会は Zoom ࣑

ーࢸンࢢで⾜われた．

���� � �᭶のධヨㄝ明会（内容☜定∧）の実施方法

8 ᭶ 27 ᪥（㔠）の「オンラインධヨㄝ明会（内容☜

定∧）」では，6 ᭶Ⅼで᪤にබ表されていた項の解

ㄝは最ᑠ㝈にᢚえ，᪂たに☜定した内容を୰ᚰにㄝ明

することを目的としたため，1 ンの㛫をࣙࢩࢵࢭ 45

分（質応答含ࡴ）に▷⦰し，15:30-16:15 と 16:30-17:15

の 2 回の実施とした．定員はྛ回 500 名とし，⏦㎸ࡳ

ームは࢛ࣇ Google ームを利用した．ㄝ明会は࢛ࣇ

Zoom ．ーで⾜われたࢼࣅ࢙࢘

���令和 � 年度オンラインධヨㄝ明会実施後の評

価

��1� � �᭶実施のධヨㄝ明会

3.1.1 ⏦㎸者数と参加者数

2021（令和 3）年度 6 ᭶およࡧ 2020（令和 2）年度

のオンラインධヨㄝ明会の⏦㎸ࡳ・参加≧ἣを表 1 に

♧した．

表 1．今年度と年度の⏦㎸ࡳ・参加≧ἣの比較

ண定

回数

実施

回数

⏦㎸

者数

参加

者数

参加⋡ 参加

ᰯ数

R3 18 18 216 174 80.6㸣 147 
R2 41 39 273 226 82.8㸣 194 

2020（令和 2）年度のㄝ明会では，41 回のࣙࢩࢵࢭ

ンをண定していたが，2 ンで⏦㎸者がࣙࢩࢵࢭのࡘ 0

となったため，実㝿に実施されたのは 39 回であった

が，2021（令和 3）年度はண定した 18 回のࣙࢩࢵࢭン

すてが実施に⮳った．年度から༙分௨ୗにࢩࢵࢭ

ࣙン数をῶらしたことを考៖すると，参加者数，参加

ᰯ数ともに分な数を⥔ᣢできていた．年度よりᑡ

ないࣙࢩࢵࢭン数で，20 名の定員を᭷ຠにうことが

でき，よりຠ⋡的な㐠Ⴀとなった．

図 1．今年度と年度の㒔㐨ᗓ┴ู⏦㎸者数の比較
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をݮらしたことを考ྀすると，参加者，参加校

ともに充分なを維持できていた．ࡢ年度より少ない

ηッションで，20໊の定員を有効にうことができ，

より効的なӡӦとなった．

2021（令和 3 ）年度 ý ݄と，2020（令和 2 ）年度の

道ݝผの申ࠐ者の比較をਤ1にࣔした．2021（令

和 3 ）年度は32の道ݝから，2020（令和 2 ）年度

は42の道ݝに加えて海外等（ਤ 1 では「そのଞ」

とදه）からの申ࠐ者があった．いずれの年度も10໊

以上の申ࠐみがあった道ݝは，東ژ，宮ݝ，

ळ田ݝۄ࡛，ݝ，島ݝ，੨܈，ݝഅݝ，北海道で

あった．両年度とも申ࠐ者のなかった ü ，ݝլ࣎）ݝ

Ѫඤݝ，佐լ۽，ݝ本ݝ，大分ݝ）の΄とんどが中国・

国地方とभ・ԭೄ地方にҐ置しており，֘地方࢛

では，ࡢ年度少ながらも申ࠐみのあったݝもࠓ年度

の申ࠐ者が0となったケースが多かった．一方で，ҵ

ݝや新ׁݝでは申ࠐ者が増えており，ࡢ年度申ࠐ

者のいなかった奈ྑݝから，ࠓ年度は申ࠐみがあった．

ブロック区分のഇ止による影響は大ہ的には見られな

かったが，中国・࢛国地方およびभ・ԭೄ地方は，

例年，東北大学への志願者・入学者のシΣアも少ない

地域であり，まずはいかにして本学への関心を持って

もらうかが課題になるだΖう．

ද 2 に，ηッションผの参加状گをまとめた．期間

の初めの方が申ࠐ者・参加者が比較的多かったよ

うに見डけられるが，時間ଳの違いによる申ࠐ者・

参加者の顕ஶなภりは見られなかった．

�����ɹޙࣄΞϯέʔτͷ݁Ռ

アンޙ年度と同じ߲目内容で，参加者に対する事ࡢ

ケートを実ࢪした．߲目はද 3 にࡌهした．ճ答は

意とし，106໊からのճ答をಘた．参加者の総計に対

するճ収は60�9�であった．

22から26のճ答結果について，ࡢ年度との比較を

ද û からද ÿ にࣔした．は，それͧれの選ࢶを

選したճ答者の割合（�）をදしている．

定的なߠ年度の時点で，いずれの߲目に対してもࡢ

ճ答が概Ͷ9割をえていたが，ࠓ年度はさらに高い

評価がಘられた．特に，22の時期に関しては「ちΐう

どྑい」というճ答が100�であった．ࡢ年度は，新型

著者名・タイトル

2021（令和 3）年度 6 ᭶と，2020（令和 2）年度の㒔

㐨ᗓ┴ูの⏦㎸者数の比較を図 1 に♧した．2021（令

和 3）年度は 32 の㒔㐨ᗓ┴から，2020（令和 2）年度

は 42 の㒔㐨ᗓ┴に加えてᾏእ➼（図 1 では「その」

と表グ）からの⏦㎸者があった．いࡎれの年度も 10 名

௨上の⏦㎸ࡳがあった㒔㐨ᗓ┴は，東ி㒔，ᐑᇛ┴，

⛅⏣┴，ᇸ⋢┴，⚟ᓥ┴，㟷᳃┴，⩌㤿┴，北ᾏ㐨で

あった．両年度とも⏦㎸者のなかった 5 ┴（㈡┴，

ឡ┴，బ㈡┴，⇃本┴，大分┴）のほとࢇどが୰ᅜ・

ᅄᅜᆅ方とᕞ・Ἀ⦖ᆅ方に⨨しており，ᙜヱᆅ方

では，年度ᑡ数ながらも⏦㎸ࡳのあった┴も今年度

の⏦㎸者が 0 となったケーࢫがከい．一方で，Ⲉᇛ┴

や᪂₲┴では⏦㎸者数がቑえており，年度⏦㎸者の

いなかったዉ良┴から，今年度は⏦㎸ࡳがあった．ࣈ

༊分のᗫṆによるᙳ㡪は大ᒁ的にはぢられなかࢡࢵࣟ

ったが，୰ᅜ・ᅄᅜᆅ方およࡧᕞ・Ἀ⦖ᆅ方は，例

年，東北大学へのᚿ㢪者・ධ学者の࢙ࢩアもᑡないᆅ

ᇦであり，まࡎはいかにして本学への関ᚰをᣢっても

らうかがㄢ㢟になるࢁࡔう．

 表 2 に，ࣙࢩࢵࢭンูの参加≧ἣをまとめた．期㛫

のึめの方が⏦㎸者数・参加者数が比較的ከかったよ

表 ンู参加≧ἣ（�᭶）ࣙࢩࢵࢭ．�

実施᪥ 㛫 ࣙࢩࢵࢭン ⏦㎸者数 参加者数 参加⋡ 

14 ᪥

(᭶) 
15:30-16:30 ձ 20 15 75.00% 

16:00-17:00 ղ 20 16 80.00% 

15 ᪥

(ⅆ) 
13:05-14:05 ճ 14 11 78.60% 

15:30-16:30 մ 12 9 75.00% 

16 ᪥

(Ỉ) 
15:30-16:30 յ 12 8 66.70% 

16:00-17:00 ն 12 11 91.70% 

17 ᪥

(ᮌ) 
13:05-14:05 շ 7 6 85.70% 

15:30-16:30 ո 12 10 83.30% 

18 ᪥

(㔠) 
15:30-16:30 չ 9 7 77.80% 

16:00-17:00 պ 20 16 80.00% 

21 ᪥

(᭶) 
13:05-14:05 ջ 14 11 78.60% 

15:30-16:30 ռ 11 9 81.80% 

22 ᪥

(ⅆ) 
15:30-16:30 ս 8 8 100.00% 

16:00-17:00 վ 13 10 76.90% 

23 ᪥

(Ỉ) 
13:05-14:05 տ 10 9 90.00% 

15:30-16:30 ր 6 5 83.30% 

24 ᪥

(ᮌ) 
15:30-16:30 ց 5 5 100.00% 

16:00-17:00 ւ 11 8 72.70% 

合ィ 216 174 80.60% 

うにぢཷࡅられるが，㛫ᖏの㐪いによる⏦㎸者数・

参加者数の㢧著な೫りはぢられなかった．

3.1.2 後アンケートの結果

 年度と同じ項目内容で，参加者に対する後アン

ケートを実施した．項目は表 3 にグ㍕した．回答は௵

意とし，106 名からの回答を得た．参加者の⥲ィに対

する回⋡は 60.9%であった．

表 �．後アンケートの項目（�᭶）

Q1 参加したㄝ明会のࣙࢩࢵࢭン␒ྕを選択してくࡔ

さい．࠙ ᚲ㡲ࠚ

ձࠥւより選択

Q2 ㄝ明会の期にࡘいてはいかがでしたか㸽࠙ ௵意  ࠚ  
「1. ちࡻうど良い期である」，「2. ᪩すࡂる（いࡘ㡭が

最㐺か）」，「3. 㐜すࡂる（いࡘ㡭が最㐺か）」から選択

Q3 ᭙᪥・᪥設定にࡘいてはいかがでしたか㸽࠙௵

意ࠚ

「1. ≉ẁの㒔合はなかった」，「2. 参加しにくい㛫設

定ࡔ（どのような᭙᪥・㛫設定が最㐺か）」から選択

Q4 ㄝ明会の内容にࡘいてఛいます．東北大学のAOධ

ヨ➼にࡘいて，༑分な情報が得られましたか㸽࠙ ௵意ࠚ

「1. よくわかった」，「2. 大యわかった」，「3. 情報が

༑分ࡔ（どのような情報が㊊していたか）」から選択

Q5 㓄ᕸ㈨ᩱにࡘいてはいかがでしたか㸽࠙௵意ࠚ

「1. ༑分な内容ࡔ」，「2. ከすࡂる（どのような㈨ᩱがవ

分か）」，「3. ㊊りない（どのような㈨ᩱが㊊か）」から選

択

Q6 ㄝ明の㐍め方，ࢮࣞࣉンࢸーࣙࢩン➼はいかがで

したか㸽࠙௵意ࠚ

「1. わかりやすかった」，「2. わかりにくかった（どࢇな

とこࢁがわかりにくかったか）」から選択

Q7 その，ࡈ要ᮃ，おẼ࡙きのことがあればお⪺かࡏ

くࡔさい࠙௵意ࠚ

⮬⏤グ㏙形ᘧ

Q2 から Q6 の回答結果にࡘいて，年度との比較を

表 4 から表 8 に♧した．数値は，それࡒれの選択肢を

選択した回答者の合（%）を表している．

 年度のⅬで，いࡎれの項目に対しても肯定的な

回答がᴫࡡ 9 を㉸えていたが，今年度はさらに㧗い

評価が得られた．≉に，Q2 の期に関しては「ちࡻう

ど良い」という回答が 100%であった．年度は，᪂ᆺ

ឤᰁのឤᰁᣑ大のᙳ㡪でࢫイル࢘ࢼࣟࢥ 7 ᭶୰᪪か

らの㛤ጞとなったが，今年度は 2019（令和ඖ）年度ま

ද ùɽηογϣϯผࢀՃঢ়گʢ ý݄ʣ

著者名・タイトル

2021（令和 3）年度 6 ᭶と，2020（令和 2）年度の㒔

㐨ᗓ┴ูの⏦㎸者数の比較を図 1 に♧した．2021（令

和 3）年度は 32 の㒔㐨ᗓ┴から，2020（令和 2）年度

は 42 の㒔㐨ᗓ┴に加えてᾏእ➼（図 1 では「その」

と表グ）からの⏦㎸者があった．いࡎれの年度も 10 名

௨上の⏦㎸ࡳがあった㒔㐨ᗓ┴は，東ி㒔，ᐑᇛ┴，

⛅⏣┴，ᇸ⋢┴，⚟ᓥ┴，㟷᳃┴，⩌㤿┴，北ᾏ㐨で

あった．両年度とも⏦㎸者のなかった 5 ┴（㈡┴，

ឡ┴，బ㈡┴，⇃本┴，大分┴）のほとࢇどが୰ᅜ・

ᅄᅜᆅ方とᕞ・Ἀ⦖ᆅ方に⨨しており，ᙜヱᆅ方

では，年度ᑡ数ながらも⏦㎸ࡳのあった┴も今年度

の⏦㎸者が 0 となったケーࢫがከい．一方で，Ⲉᇛ┴

や᪂₲┴では⏦㎸者数がቑえており，年度⏦㎸者の

いなかったዉ良┴から，今年度は⏦㎸ࡳがあった．ࣈ

༊分のᗫṆによるᙳ㡪は大ᒁ的にはぢられなかࢡࢵࣟ

ったが，୰ᅜ・ᅄᅜᆅ方およࡧᕞ・Ἀ⦖ᆅ方は，例

年，東北大学へのᚿ㢪者・ධ学者の࢙ࢩアもᑡないᆅ

ᇦであり，まࡎはいかにして本学への関ᚰをᣢっても

らうかがㄢ㢟になるࢁࡔう．

 表 2 に，ࣙࢩࢵࢭンูの参加≧ἣをまとめた．期㛫

のึめの方が⏦㎸者数・参加者数が比較的ከかったよ

表 ンู参加≧ἣ（�᭶）ࣙࢩࢵࢭ．�

実施᪥ 㛫 ࣙࢩࢵࢭン ⏦㎸者数 参加者数 参加⋡ 

14 ᪥

(᭶) 
15:30-16:30 ձ 20 15 75.00% 

16:00-17:00 ղ 20 16 80.00% 
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(ⅆ) 
13:05-14:05 ճ 14 11 78.60% 

15:30-16:30 մ 12 9 75.00% 

16 ᪥

(Ỉ) 
15:30-16:30 յ 12 8 66.70% 

16:00-17:00 ն 12 11 91.70% 

17 ᪥

(ᮌ) 
13:05-14:05 շ 7 6 85.70% 

15:30-16:30 ո 12 10 83.30% 

18 ᪥

(㔠) 
15:30-16:30 չ 9 7 77.80% 

16:00-17:00 պ 20 16 80.00% 

21 ᪥

(᭶) 
13:05-14:05 ջ 14 11 78.60% 

15:30-16:30 ռ 11 9 81.80% 
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合ィ 216 174 80.60% 

うにぢཷࡅられるが，㛫ᖏの㐪いによる⏦㎸者数・

参加者数の㢧著な೫りはぢられなかった．

3.1.2 後アンケートの結果

 年度と同じ項目内容で，参加者に対する後アン

ケートを実施した．項目は表 3 にグ㍕した．回答は௵

意とし，106 名からの回答を得た．参加者の⥲ィに対

する回⋡は 60.9%であった．

表 �．後アンケートの項目（�᭶）

Q1 参加したㄝ明会のࣙࢩࢵࢭン␒ྕを選択してくࡔ

さい．࠙ ᚲ㡲ࠚ

ձࠥւより選択

Q2 ㄝ明会の期にࡘいてはいかがでしたか㸽࠙ ௵意  ࠚ  
「1. ちࡻうど良い期である」，「2. ᪩すࡂる（いࡘ㡭が

最㐺か）」，「3. 㐜すࡂる（いࡘ㡭が最㐺か）」から選択

Q3 ᭙᪥・᪥設定にࡘいてはいかがでしたか㸽࠙௵

意ࠚ

「1. ≉ẁの㒔合はなかった」，「2. 参加しにくい㛫設

定ࡔ（どのような᭙᪥・㛫設定が最㐺か）」から選択

Q4 ㄝ明会の内容にࡘいてఛいます．東北大学のAOධ

ヨ➼にࡘいて，༑分な情報が得られましたか㸽࠙ ௵意ࠚ

「1. よくわかった」，「2. 大యわかった」，「3. 情報が༑

分ࡔ（どのような情報が㊊していたか）」から選択

Q5 㓄ᕸ㈨ᩱにࡘいてはいかがでしたか㸽࠙௵意ࠚ

「1. ༑分な内容ࡔ」，「2. ከすࡂる（どのような㈨ᩱがవ

分か）」，「3. ㊊りない（どのような㈨ᩱが㊊か）」から選

択

Q6 ㄝ明の㐍め方，ࢮࣞࣉンࢸーࣙࢩン➼はいかがで

したか㸽࠙௵意ࠚ

「1. わかりやすかった」，「2. わかりにくかった（どࢇな

とこࢁがわかりにくかったか）」から選択

Q7 その，ࡈ要ᮃ，おẼ࡙きのことがあればお⪺かࡏ
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⮬⏤グ㏙形ᘧ

Q2 から Q6 の回答結果にࡘいて，年度との比較を

表 4 から表 8 に♧した．数値は，それࡒれの選択肢を

選択した回答者の合（%）を表している．

 年度のⅬで，いࡎれの項目に対しても肯定的な

回答がᴫࡡ 9 を㉸えていたが，今年度はさらに㧗い

評価が得られた．≉に，Q2 の期に関しては「ちࡻう

ど良い」という回答が 100%であった．年度は，᪂ᆺ

ឤᰁのឤᰁᣑ大のᙳ㡪でࢫイル࢘ࢼࣟࢥ 7 ᭶୰᪪か

らの㛤ጞとなったが，今年度は 2019（令和ඖ）年度ま

ද úɽޙࣄΞϯέートͷ߲目ʢ ý݄ʣ
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コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で þ ݄中०か

らの開始となったが，ࠓ年度は2019（令和元）年度ま

でと΄΅同様の日程に戻すことができたためであΖう．

23の༵日・時間について，「参加しにくい時間ઃ定だ」

という選ࢶを選んだճ答者の΄とんどが16時以߱，

あるいは17時以߱のさらにい時間を希していた．

しかしながら，ࡢ年度も同様の意見があったことを踏

まえて，ࠓ年度は隔日で16:00-17:00という時間ଳをઃ

定していた．高等学校によって時間割が異なることを

考ྀし，17時以߱の時間ઃ定については次年度に向け

て再度検討する．

25で配資ྉが「りない」とճ答した教員の1人

は，「国際όカロレア（IB）入試関連の資ྉがཉしい」

とड़べていた．入試説明会は，もともと東北大学型の

「学ྗ重視の̖̤入試」をくアピールするために開

始されたものであり，現在は本学の学部入試全体の考

え方を説明する機会として（倉元΄か 2020），̖̤入

試および一ൠ選抜についてৄしく解説している．本学

の場合，国際όカロレア入試をؚΉ特ผ選抜は，΄と

んどの学部で募集人員を「एׯ人」としていることも

あり，入試説明会では説明に時間を割いていない．۩

体的にどのような資ྉを希しているのかを明らかに

し，多くの参加者にとってڵ味関心の高い内容であれ

ば，特ผ選抜に関しても資ྉを加えるよう，配資ྉ

の見直しを行いたい．

27の自由هड़߲目では，「たくさんのηッションを

つくっていただいたのでॿかりました．」といった，

多くのηッションが用意されていたことで，特段༧定

の変ߋをする必要がなく参加しやすかったという主旨

のコϝントがෳあった．時間ଳの選ࢶをઃけ，計

Ā 日間にわたり18ճのηッションをઃ定したことが支

持される結果となった．

説明内容については，とてもわかりやすかったとい

うが多く，「質問にもஸೡにお答えいただきありが

とうご͟いました．」というように，質疑応答の対応

についても意的なコϝントがあった．「東北大学の

̖̤に対する考え方や求める生ె像がྑくわってき

ました．」「説明を聞けば聞く΄ど東北大学に本校の生

ెを入学させたいと感じました．̖̤入試からؤ張ら

せるようにこれから生ెに指導していきます．」のよ

うなهड़が見られ，本説明会が，東北大学のアドミッ

ション・ポリシーや入試に関する情報提供の機会とし

てద切に機能し，それらの情報が高等学校における進

࿏指導にؐ元されていることが確ೝできた．

また，ࡢ年度は，参加者の中には本説明会に参加す

るために初めて;oomを利用したという教員もؚまれ

ていて，一部の教員から，申ࠐみシステムやPC等の

ૢ作上の᪴きに関するコϝントが寄せられていた（久

保΄か 2021a）．しかしࠓ年度は，マイクやカϝラの

機能がないPCを利用していたたことで，スムーζな

対話ができなかった，あるいは質問したかったことを

直聞けなかった，等の報告はいくつかあったが，ૢ

作そのもので᪴いたというهड़は΄とんど見られな

かった．この一年間で，高校教員ଆもオンラインイϕ

ントへの参加やPCのૢ作等に׳れたようであった．

úõù　 ÿ આ໌ձʢ༰֬ఆ൛ʣࢼͷೖࢪ࣮݄
�����ɹਃऀࠐͱࢀՃऀ

ÿ ݄27日（金）に実ࢪしたオンライン入試説明会（内
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表 �．4��期

ちࡻうど良い ᪩すࡂる 㐜すࡂる

R3 100.0 0.0 0.0 
R2 89.5 3.3 7.2 

表 �．4��᭙᪥・᪥

≉ẁの㒔合はなかった 参加しにくい㛫設定ࡔ

R3 94.3 5.7 
R2 91.4 8.6 

表 �．4��ㄝ明会の内容

よくわかった 大యわかった 情報が༑分ࡔ

R3 67.0 33.0 0.0 
R2 54.6 42.8 2.6 

表 �．4��㓄ᕸ㈨ᩱ

༑分な内容ࡔ ከすࡂる ㊊りない

R3 97.2 0.9 1.9 
R2 95.4 1.3 3.3 

表 ンࣙࢩーࢸンࢮࣞࣉ��4．�

わかりやすかった わかりにくかった

R3 99.1 0.9 
R2 98.7 1.3 

でとほぼ同様の᪥程にᡠすことができたためであࢁう．

Q3 の᭙᪥・㛫にࡘいて，「参加しにくい㛫設定

どがࢇ回答者のほとࡔࢇという選択肢を選「ࡔ 16 

௨㝆，あるいは 17 ௨㝆のさらに㐜い㛫をᕼᮃし

ていた．しかしながら，年度も同様の意ぢがあった

ことを㋃まえて，今年度は㝸᪥で 16:00-17:00 という

㛫ᖏを設定していた．㧗➼学ᰯによって㛫が異な

ることを考៖し，17 ௨㝆の㛫設定にࡘいては，ḟ

年度にྥࡅて度検ウする．

Q5 で㓄ᕸ㈨ᩱが「㊊りない」と回答した教員の 1 ே

は，「ᅜ㝿ࣞࣟ࢝ࣂア（IB）ධヨ関㐃の㈨ᩱがḧしいで

す」と㏙ていた．ධヨㄝ明会は，もともと東北大学

ᆺの「学ຊ重どの㸿㹍ධヨ」をᗈくアࣆールするため

に㛤ጞされたものであり，⌧ᅾは本学の学部ධヨ全య

の考え方をㄝ明するᶵ会として（ඖほか 2020），㸿

㹍ධヨおよࡧ一⯡選ᢤにࡘいて詳しく解ㄝしている．

本学のሙ合，ᅜ㝿ࣞࣟ࢝ࣂアධヨを含ࡴ≉ู選ᢤは，

ほとࢇどの学部でເ㞟ே員を「ⱝᖸே」としているこ

ともあり，ධヨㄝ明会ではㄝ明に㛫をいていない．

ලయ的にどのような㈨ᩱをᕼᮃしているのかを明らか

にし，ከくの参加者にとって⯆関ᚰの㧗い内容であ

れば，≉ู選ᢤに関しても㈨ᩱを加えるよう，㓄ᕸ㈨

ᩱのぢ┤しを⾜いたい．

Q7 の⮬⏤グ㏙項目では，「たくさࢇのࣙࢩࢵࢭンを

，いたのでຓかりました．」といったࡔくっていたࡘ

ከくのࣙࢩࢵࢭンが用意されていたことで，≉ẁண定

の変᭦をするᚲ要がなく参加しやすかったという᪨

の࣓ࢥントが」数あった．㛫ᖏの選択肢を設ࡅ，ィ

9᪥㛫にわたり18回のࣙࢩࢵࢭンを設定したことがᨭ

ᣢされる結果となった．

 ㄝ明内容にࡘいては，とてもわかりやすかったとい

うኌがከく，「質問にもᑀにお答えいたࡔきありがと

うࡊࡈいました．」というように，質応答の対応に

ントがあった．「東北大学の㸿㹍࣓ࢥいてもዲ意的なࡘ

に対する考え方やồめる生ᚐീが良くఏわってきまし

た．」「ㄝ明を⪺ࡅば⪺くほど東北大学に本ᰯの生ᚐ

をධ学さࡏたいとឤじました．㸿㹍ධヨから㡹ᙇらࡏ

るようにこれから生ᚐにᣦᑟしていきます．」のよう

なグ㏙がぢられ，本ㄝ明会が，東北大学のアドࢩࢵ࣑

ࣙン・࣏リࢩーやධヨに関する情報ᥦ౪のᶵ会として

㐺ษにᶵ⬟しており，それらの情報が㧗➼学ᰯにおࡅ

る㐍㊰ᣦᑟに㑏ඖされていることが☜認できた．

 また，年度は，参加者の୰には本ㄝ明会に参加す

るためにึめて Zoom を利用したという教員も含まれ

ており，一部の教員から，⏦㎸ࢸࢫࢩࡳムや PC ➼の

᧯స上の㌑きに関する࣓ࢥントがᐤࡏられていた（ஂ

ಖほか 2021a）．しかし今年度は，マイࢡや࣓࢝ラのᶵ

⬟がない PC を利用していたたことで，ࢫムーࢬな対

ヰができなかった，あるいは質問したかったことを┤

᥋⪺ࡅなかった，➼の報告はいくࡘかあったが，᧯స

そのもので㌑いたというグ㏙はほとࢇどぢられなかっ

た．この一年㛫で，㧗ᰯ教員ഃもオンラインイ࣋ント

への参加や PC の᧯స➼に័れたようであった．

���� � �᭶実施のධヨㄝ明会（内容☜定∧）

3.2.1 ⏦㎸者数と参加者数

8 ᭶ 27 ᪥（㔠）に実施したオンラインධヨㄝ明会（内

容☜定∧）のࣙࢩࢵࢭンูの参加≧ἣを表 8 に♧した．

ද ûɽ2��時ظ
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表 �．4��期

ちࡻうど良い ᪩すࡂる 㐜すࡂる

R3 100.0 0.0 0.0 
R2 89.5 3.3 7.2 

表 �．4��᭙᪥・᪥

≉ẁの㒔合はなかった 参加しにくい㛫設定ࡔ

R3 94.3 5.7 
R2 91.4 8.6 

表 �．4��ㄝ明会の内容

よくわかった 大యわかった 情報が༑分ࡔ

R3 67.0 33.0 0.0 
R2 54.6 42.8 2.6 

表 �．4��㓄ᕸ㈨ᩱ

༑分な内容ࡔ ከすࡂる ㊊りない

R3 97.2 0.9 1.9 
R2 95.4 1.3 3.3 

表 ンࣙࢩーࢸンࢮࣞࣉ��4．�

わかりやすかった わかりにくかった

R3 99.1 0.9 
R2 98.7 1.3 

でとほぼ同様の᪥程にᡠすことができたためであࢁう．

Q3 の᭙᪥・㛫にࡘいて，「参加しにくい㛫設定

どがࢇ回答者のほとࡔࢇという選択肢を選「ࡔ 16 

௨㝆，あるいは 17 ௨㝆のさらに㐜い㛫をᕼᮃし

ていた．しかしながら，年度も同様の意ぢがあった

ことを㋃まえて，今年度は㝸᪥で 16:00-17:00 という

㛫ᖏを設定していた．㧗➼学ᰯによって㛫が異な

ることを考៖し，17 ௨㝆の㛫設定にࡘいては，ḟ

年度にྥࡅて度検ウする．

Q5 で㓄ᕸ㈨ᩱが「㊊りない」と回答した教員の 1 ே

は，「ᅜ㝿ࣞࣟ࢝ࣂア（IB）ධヨ関㐃の㈨ᩱがḧしいで

す」と㏙ていた．ධヨㄝ明会は，もともと東北大学

ᆺの「学ຊ重どの㸿㹍ධヨ」をᗈくアࣆールするため

に㛤ጞされたものであり，⌧ᅾは本学の学部ධヨ全య

の考え方をㄝ明するᶵ会として（ඖほか 2020），㸿

㹍ධヨおよࡧ一⯡選ᢤにࡘいて詳しく解ㄝしている．

本学のሙ合，ᅜ㝿ࣞࣟ࢝ࣂアධヨを含ࡴ≉ู選ᢤは，

ほとࢇどの学部でເ㞟ே員を「ⱝᖸே」としているこ

ともあり，ධヨㄝ明会ではㄝ明に㛫をいていない．

ලయ的にどのような㈨ᩱをᕼᮃしているのかを明らか

にし，ከくの参加者にとって⯆関ᚰの㧗い内容であ

れば，≉ู選ᢤに関しても㈨ᩱを加えるよう，㓄ᕸ㈨

ᩱのぢ┤しを⾜いたい．

Q7 の⮬⏤グ㏙項目では，「たくさࢇのࣙࢩࢵࢭンを

，いたのでຓかりました．」といったࡔくっていたࡘ

ከくのࣙࢩࢵࢭンが用意されていたことで，≉ẁண定

の変᭦をするᚲ要がなく参加しやすかったという᪨

の࣓ࢥントが」数あった．㛫ᖏの選択肢を設ࡅ，ィ

9᪥㛫にわたり18回のࣙࢩࢵࢭンを設定したことがᨭ

ᣢされる結果となった．

 ㄝ明内容にࡘいては，とてもわかりやすかったとい

うኌがከく，「質問にもᑀにお答えいたࡔきありがと

うࡊࡈいました．」というように，質応答の対応に

ントがあった．「東北大学の㸿㹍࣓ࢥいてもዲ意的なࡘ

に対する考え方やồめる生ᚐീが良くఏわってきまし

た．」「ㄝ明を⪺ࡅば⪺くほど東北大学に本ᰯの生ᚐ

をධ学さࡏたいとឤじました．㸿㹍ධヨから㡹ᙇらࡏ

るようにこれから生ᚐにᣦᑟしていきます．」のよう

なグ㏙がぢられ，本ㄝ明会が，東北大学のアドࢩࢵ࣑

ࣙン・࣏リࢩーやධヨに関する情報ᥦ౪のᶵ会として

㐺ษにᶵ⬟しており，それらの情報が㧗➼学ᰯにおࡅ

る㐍㊰ᣦᑟに㑏ඖされていることが☜認できた．

 また，年度は，参加者の୰には本ㄝ明会に参加す

るためにึめて Zoom を利用したという教員も含まれ

ており，一部の教員から，⏦㎸ࢸࢫࢩࡳムや PC ➼の

᧯స上の㌑きに関する࣓ࢥントがᐤࡏられていた（ஂ

ಖほか 2021a）．しかし今年度は，マイࢡや࣓࢝ラのᶵ

⬟がない PC を利用していたたことで，ࢫムーࢬな対

ヰができなかった，あるいは質問したかったことを┤

᥋⪺ࡅなかった，➼の報告はいくࡘかあったが，᧯స

そのもので㌑いたというグ㏙はほとࢇどぢられなかっ

た．この一年㛫で，㧗ᰯ教員ഃもオンラインイ࣋ント

への参加や PC の᧯స➼に័れたようであった．

���� � �᭶実施のධヨㄝ明会（内容☜定∧）

3.2.1 ⏦㎸者数と参加者数

8 ᭶ 27 ᪥（㔠）に実施したオンラインධヨㄝ明会（内

容☜定∧）のࣙࢩࢵࢭンูの参加≧ἣを表 8 に♧した．
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表 �．4��期

ちࡻうど良い ᪩すࡂる 㐜すࡂる

R3 100.0 0.0 0.0 
R2 89.5 3.3 7.2 

表 �．4��᭙᪥・᪥

≉ẁの㒔合はなかった 参加しにくい㛫設定ࡔ

R3 94.3 5.7 
R2 91.4 8.6 

表 �．4��ㄝ明会の内容

よくわかった 大యわかった 情報が༑分ࡔ

R3 67.0 33.0 0.0 
R2 54.6 42.8 2.6 

表 �．4��㓄ᕸ㈨ᩱ

༑分な内容ࡔ ከすࡂる ㊊りない

R3 97.2 0.9 1.9 
R2 95.4 1.3 3.3 

表 ンࣙࢩーࢸンࢮࣞࣉ��4．�

わかりやすかった わかりにくかった

R3 99.1 0.9 
R2 98.7 1.3 

でとほぼ同様の᪥程にᡠすことができたためであࢁう．

Q3 の᭙᪥・㛫にࡘいて，「参加しにくい㛫設定

どがࢇ回答者のほとࡔࢇという選択肢を選「ࡔ 16 

௨㝆，あるいは 17 ௨㝆のさらに㐜い㛫をᕼᮃし

ていた．しかしながら，年度も同様の意ぢがあった

ことを㋃まえて，今年度は㝸᪥で 16:00-17:00 という

㛫ᖏを設定していた．㧗➼学ᰯによって㛫が異な

ることを考៖し，17 ௨㝆の㛫設定にࡘいては，ḟ

年度にྥࡅて度検ウする．

Q5 で㓄ᕸ㈨ᩱが「㊊りない」と回答した教員の 1 ே

は，「ᅜ㝿ࣞࣟ࢝ࣂア（IB）ධヨ関㐃の㈨ᩱがḧしいで

す」と㏙ていた．ධヨㄝ明会は，もともと東北大学

ᆺの「学ຊ重どの㸿㹍ධヨ」をᗈくアࣆールするため

に㛤ጞされたものであり，⌧ᅾは本学の学部ධヨ全య

の考え方をㄝ明するᶵ会として（ඖほか 2020），㸿

㹍ධヨおよࡧ一⯡選ᢤにࡘいて詳しく解ㄝしている．

本学のሙ合，ᅜ㝿ࣞࣟ࢝ࣂアධヨを含ࡴ≉ู選ᢤは，

ほとࢇどの学部でເ㞟ே員を「ⱝᖸே」としているこ

ともあり，ධヨㄝ明会ではㄝ明に㛫をいていない．

ලయ的にどのような㈨ᩱをᕼᮃしているのかを明らか

にし，ከくの参加者にとって⯆関ᚰの㧗い内容であ

れば，≉ู選ᢤに関しても㈨ᩱを加えるよう，㓄ᕸ㈨

ᩱのぢ┤しを⾜いたい．

Q7 の⮬⏤グ㏙項目では，「たくさࢇのࣙࢩࢵࢭンを

，いたのでຓかりました．」といったࡔくっていたࡘ

ከくのࣙࢩࢵࢭンが用意されていたことで，≉ẁண定

の変᭦をするᚲ要がなく参加しやすかったという᪨

の࣓ࢥントが」数あった．㛫ᖏの選択肢を設ࡅ，ィ

9᪥㛫にわたり18回のࣙࢩࢵࢭンを設定したことがᨭ

ᣢされる結果となった．

 ㄝ明内容にࡘいては，とてもわかりやすかったとい

うኌがከく，「質問にもᑀにお答えいたࡔきありがと

うࡊࡈいました．」というように，質応答の対応に

ントがあった．「東北大学の㸿㹍࣓ࢥいてもዲ意的なࡘ

に対する考え方やồめる生ᚐീが良くఏわってきまし

た．」「ㄝ明を⪺ࡅば⪺くほど東北大学に本ᰯの生ᚐ

をධ学さࡏたいとឤじました．㸿㹍ධヨから㡹ᙇらࡏ

るようにこれから生ᚐにᣦᑟしていきます．」のよう

なグ㏙がぢられ，本ㄝ明会が，東北大学のアドࢩࢵ࣑

ࣙン・࣏リࢩーやධヨに関する情報ᥦ౪のᶵ会として

㐺ษにᶵ⬟しており，それらの情報が㧗➼学ᰯにおࡅ

る㐍㊰ᣦᑟに㑏ඖされていることが☜認できた．

 また，年度は，参加者の୰には本ㄝ明会に参加す

るためにึめて Zoom を利用したという教員も含まれ

ており，一部の教員から，⏦㎸ࢸࢫࢩࡳムや PC ➼の

᧯స上の㌑きに関する࣓ࢥントがᐤࡏられていた（ஂ

ಖほか 2021a）．しかし今年度は，マイࢡや࣓࢝ラのᶵ

⬟がない PC を利用していたたことで，ࢫムーࢬな対

ヰができなかった，あるいは質問したかったことを┤

᥋⪺ࡅなかった，➼の報告はいくࡘかあったが，᧯స

そのもので㌑いたというグ㏙はほとࢇどぢられなかっ

た．この一年㛫で，㧗ᰯ教員ഃもオンラインイ࣋ント

への参加や PC の᧯స➼に័れたようであった．

���� � �᭶実施のධヨㄝ明会（内容☜定∧）

3.2.1 ⏦㎸者数と参加者数

8 ᭶ 27 ᪥（㔠）に実施したオンラインධヨㄝ明会（内

容☜定∧）のࣙࢩࢵࢭンูの参加≧ἣを表 8 に♧した．
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表 �．4��期

ちࡻうど良い ᪩すࡂる 㐜すࡂる

R3 100.0 0.0 0.0 
R2 89.5 3.3 7.2 

表 �．4��᭙᪥・᪥

≉ẁの㒔合はなかった 参加しにくい㛫設定ࡔ

R3 94.3 5.7 
R2 91.4 8.6 

表 �．4��ㄝ明会の内容

よくわかった 大యわかった 情報が༑分ࡔ

R3 67.0 33.0 0.0 
R2 54.6 42.8 2.6 

表 �．4��㓄ᕸ㈨ᩱ

༑分な内容ࡔ ከすࡂる ㊊りない

R3 97.2 0.9 1.9 
R2 95.4 1.3 3.3 

表 ンࣙࢩーࢸンࢮࣞࣉ��4．�

わかりやすかった わかりにくかった

R3 99.1 0.9 
R2 98.7 1.3 

でとほぼ同様の᪥程にᡠすことができたためであࢁう．

Q3 の᭙᪥・㛫にࡘいて，「参加しにくい㛫設定

どがࢇ回答者のほとࡔࢇという選択肢を選「ࡔ 16 

௨㝆，あるいは 17 ௨㝆のさらに㐜い㛫をᕼᮃし

ていた．しかしながら，年度も同様の意ぢがあった

ことを㋃まえて，今年度は㝸᪥で 16:00-17:00 という

㛫ᖏを設定していた．㧗➼学ᰯによって㛫が異な

ることを考៖し，17 ௨㝆の㛫設定にࡘいては，ḟ

年度にྥࡅて度検ウする．

Q5 で㓄ᕸ㈨ᩱが「㊊りない」と回答した教員の 1 ே

は，「ᅜ㝿ࣞࣟ࢝ࣂア（IB）ධヨ関㐃の㈨ᩱがḧしいで

す」と㏙ていた．ධヨㄝ明会は，もともと東北大学

ᆺの「学ຊ重どの㸿㹍ධヨ」をᗈくアࣆールするため

に㛤ጞされたものであり，⌧ᅾは本学の学部ධヨ全య

の考え方をㄝ明するᶵ会として（ඖほか 2020），㸿

㹍ධヨおよࡧ一⯡選ᢤにࡘいて詳しく解ㄝしている．

本学のሙ合，ᅜ㝿ࣞࣟ࢝ࣂアධヨを含ࡴ≉ู選ᢤは，

ほとࢇどの学部でເ㞟ே員を「ⱝᖸே」としているこ

ともあり，ධヨㄝ明会ではㄝ明に㛫をいていない．

ලయ的にどのような㈨ᩱをᕼᮃしているのかを明らか

にし，ከくの参加者にとって⯆関ᚰの㧗い内容であ

れば，≉ู選ᢤに関しても㈨ᩱを加えるよう，㓄ᕸ㈨

ᩱのぢ┤しを⾜いたい．

Q7 の⮬⏤グ㏙項目では，「たくさࢇのࣙࢩࢵࢭンを

，いたのでຓかりました．」といったࡔくっていたࡘ

ከくのࣙࢩࢵࢭンが用意されていたことで，≉ẁண定

の変᭦をするᚲ要がなく参加しやすかったという᪨

の࣓ࢥントが」数あった．㛫ᖏの選択肢を設ࡅ，ィ

9᪥㛫にわたり18回のࣙࢩࢵࢭンを設定したことがᨭ

ᣢされる結果となった．

 ㄝ明内容にࡘいては，とてもわかりやすかったとい

うኌがከく，「質問にもᑀにお答えいたࡔきありがと

うࡊࡈいました．」というように，質応答の対応に

ントがあった．「東北大学の㸿㹍࣓ࢥいてもዲ意的なࡘ

に対する考え方やồめる生ᚐീが良くఏわってきまし

た．」「ㄝ明を⪺ࡅば⪺くほど東北大学に本ᰯの生ᚐ

をධ学さࡏたいとឤじました．㸿㹍ධヨから㡹ᙇらࡏ

るようにこれから生ᚐにᣦᑟしていきます．」のよう

なグ㏙がぢられ，本ㄝ明会が，東北大学のアドࢩࢵ࣑

ࣙン・࣏リࢩーやධヨに関する情報ᥦ౪のᶵ会として

㐺ษにᶵ⬟しており，それらの情報が㧗➼学ᰯにおࡅ

る㐍㊰ᣦᑟに㑏ඖされていることが☜認できた．

 また，年度は，参加者の୰には本ㄝ明会に参加す

るためにึめて Zoom を利用したという教員も含まれ

ており，一部の教員から，⏦㎸ࢸࢫࢩࡳムや PC ➼の

᧯స上の㌑きに関する࣓ࢥントがᐤࡏられていた（ஂ

ಖほか 2021a）．しかし今年度は，マイࢡや࣓࢝ラのᶵ

⬟がない PC を利用していたたことで，ࢫムーࢬな対

ヰができなかった，あるいは質問したかったことを┤

᥋⪺ࡅなかった，➼の報告はいくࡘかあったが，᧯స

そのもので㌑いたというグ㏙はほとࢇどぢられなかっ

た．この一年㛫で，㧗ᰯ教員ഃもオンラインイ࣋ント

への参加や PC の᧯స➼に័れたようであった．

���� � �᭶実施のධヨㄝ明会（内容☜定∧）

3.2.1 ⏦㎸者数と参加者数

8 ᭶ 27 ᪥（㔠）に実施したオンラインධヨㄝ明会（内

容☜定∧）のࣙࢩࢵࢭンูの参加≧ἣを表 8 に♧した．
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表 �．4��期

ちࡻうど良い ᪩すࡂる 㐜すࡂる

R3 100.0 0.0 0.0 
R2 89.5 3.3 7.2 

表 �．4��᭙᪥・᪥

≉ẁの㒔合はなかった 参加しにくい㛫設定ࡔ

R3 94.3 5.7 
R2 91.4 8.6 

表 �．4��ㄝ明会の内容

よくわかった 大యわかった 情報が༑分ࡔ

R3 67.0 33.0 0.0 
R2 54.6 42.8 2.6 

表 �．4��㓄ᕸ㈨ᩱ

༑分な内容ࡔ ከすࡂる ㊊りない

R3 97.2 0.9 1.9 
R2 95.4 1.3 3.3 

表 ンࣙࢩーࢸンࢮࣞࣉ��4．�

わかりやすかった わかりにくかった

R3 99.1 0.9 
R2 98.7 1.3 

でとほぼ同様の᪥程にᡠすことができたためであࢁう．

Q3 の᭙᪥・㛫にࡘいて，「参加しにくい㛫設定

どがࢇ回答者のほとࡔࢇという選択肢を選「ࡔ 16 

௨㝆，あるいは 17 ௨㝆のさらに㐜い㛫をᕼᮃし

ていた．しかしながら，年度も同様の意ぢがあった

ことを㋃まえて，今年度は㝸᪥で 16:00-17:00 という

㛫ᖏを設定していた．㧗➼学ᰯによって㛫が異な

ることを考៖し，17 ௨㝆の㛫設定にࡘいては，ḟ

年度にྥࡅて度検ウする．

Q5 で㓄ᕸ㈨ᩱが「㊊りない」と回答した教員の 1 ே

は，「ᅜ㝿ࣞࣟ࢝ࣂア（IB）ධヨ関㐃の㈨ᩱがḧしいで

す」と㏙ていた．ධヨㄝ明会は，もともと東北大学

ᆺの「学ຊ重どの㸿㹍ධヨ」をᗈくアࣆールするため

に㛤ጞされたものであり，⌧ᅾは本学の学部ධヨ全య

の考え方をㄝ明するᶵ会として（ඖほか 2020），㸿

㹍ධヨおよࡧ一⯡選ᢤにࡘいて詳しく解ㄝしている．

本学のሙ合，ᅜ㝿ࣞࣟ࢝ࣂアධヨを含ࡴ≉ู選ᢤは，

ほとࢇどの学部でເ㞟ே員を「ⱝᖸே」としているこ

ともあり，ධヨㄝ明会ではㄝ明に㛫をいていない．

ලయ的にどのような㈨ᩱをᕼᮃしているのかを明らか

にし，ከくの参加者にとって⯆関ᚰの㧗い内容であ

れば，≉ู選ᢤに関しても㈨ᩱを加えるよう，㓄ᕸ㈨

ᩱのぢ┤しを⾜いたい．

Q7 の⮬⏤グ㏙項目では，「たくさࢇのࣙࢩࢵࢭンを

，いたのでຓかりました．」といったࡔくっていたࡘ

ከくのࣙࢩࢵࢭンが用意されていたことで，≉ẁண定

の変᭦をするᚲ要がなく参加しやすかったという᪨

の࣓ࢥントが」数あった．㛫ᖏの選択肢を設ࡅ，ィ

9᪥㛫にわたり18回のࣙࢩࢵࢭンを設定したことがᨭ

ᣢされる結果となった．

 ㄝ明内容にࡘいては，とてもわかりやすかったとい

うኌがከく，「質問にもᑀにお答えいたࡔきありがと

うࡊࡈいました．」というように，質応答の対応に

ントがあった．「東北大学の㸿㹍࣓ࢥいてもዲ意的なࡘ

に対する考え方やồめる生ᚐീが良くఏわってきまし

た．」「ㄝ明を⪺ࡅば⪺くほど東北大学に本ᰯの生ᚐ

をධ学さࡏたいとឤじました．㸿㹍ධヨから㡹ᙇらࡏ

るようにこれから生ᚐにᣦᑟしていきます．」のよう

なグ㏙がぢられ，本ㄝ明会が，東北大学のアドࢩࢵ࣑

ࣙン・࣏リࢩーやධヨに関する情報ᥦ౪のᶵ会として

㐺ษにᶵ⬟しており，それらの情報が㧗➼学ᰯにおࡅ

る㐍㊰ᣦᑟに㑏ඖされていることが☜認できた．

 また，年度は，参加者の୰には本ㄝ明会に参加す

るためにึめて Zoom を利用したという教員も含まれ

ており，一部の教員から，⏦㎸ࢸࢫࢩࡳムや PC ➼の

᧯స上の㌑きに関する࣓ࢥントがᐤࡏられていた（ஂ

ಖほか 2021a）．しかし今年度は，マイࢡや࣓࢝ラのᶵ

⬟がない PC を利用していたたことで，ࢫムーࢬな対

ヰができなかった，あるいは質問したかったことを┤

᥋⪺ࡅなかった，➼の報告はいくࡘかあったが，᧯స

そのもので㌑いたというグ㏙はほとࢇどぢられなかっ

た．この一年㛫で，㧗ᰯ教員ഃもオンラインイ࣋ント

への参加や PC の᧯స➼に័れたようであった．

���� � �᭶実施のධヨㄝ明会（内容☜定∧）

3.2.1 ⏦㎸者数と参加者数

8 ᭶ 27 ᪥（㔠）に実施したオンラインධヨㄝ明会（内

容☜定∧）のࣙࢩࢵࢭンูの参加≧ἣを表 8 に♧した．
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容確定版）のηッションผの参加状گをද Ā にࣔした．

参加者は，ηッションᶃが17໊（17校），ηッショ

ンᶄが38໊（38校）であった．

また，ηッションᶃとᶄを合わせて，申ࠐ者を

道ݝผにࣔしたグラフがਤ 2 である．関東地方と東

北地方を中心に，北海道からԭೄまで22道ݝから申

．みがあったࠐ

�����ɹޙࣄΞϯέʔτͷ݁Ռ

オンライン入試説明会（内容確定版）ではද10のよ

うな߲目で事ޙアンケートを実ࢪした．ճ答は意と

し，53໊からのճ答をಘた．参加者の総計に対するճ

収は96�4�であった．

22で，ý ݄に実ࢪしたオンライン入試説明会に「参

加した」とճ答した人が25໊（47�2�），「参加しなかっ

た」とճ答した人が28໊（52�8�）であり，およそ

が，東北大学オンライン入試説明会へのࠓ年度初め

ての参加であった．

23に対しては，ճ答者53໊全員が「はい」とճ答

していた．参加者のຬ度がඇৗに高かったことから，

ճ，入学者選抜日程が確定し，「令和ࠓ û 年度東北大

学入学者選抜要߲」が成版として公දされたことを

डけて，オンライン入試説明会（内容確定版）を実ࢪ

したことの意義がೝめられた．

24の自由هड़では，ஸೡな説明でわかりやすかっ

たといった感想が多く， ý ݄の説明会に参加していな

い教員から，「文科লの選抜実ࢪ要߲公දのれに

い， 2 度入試説明会を開࠵していただきました．۩体

的な変ߋ点は，資ྉのアンμーラインのとこΖだと思

いますので選抜要߲で確ೝさせていただきます．」等

のコϝントがあった． ý ݄にも参加した教員は「方

にブレがなく҆心いたしました．」とड़べていた．

û ɽ·ͱΊͱޙࠓͷ՝
ûõø　ྩ úͷೖࢼઆ໌ձʹ͍ͭͯ

新型コロナウイルス感染症の感染拡大をきっかけ

に，東北大学入試ηンターが主࠵する入試報活動に

おいてオンラインを活用することとなり， 2 年目をܴ

えた．本稿でऔり上げた，高校教員を対とした入試

説明会は，2021（令和 3 ）年度には，入試ηンター教

員が୲する説明会はオンラインで，学部の教員も協

働して行うઋ会場は対面で実ࢪされた．

オンライン入試説明会については，ࡢ年度の実ࢪ結

果に対するแׅ的な評価をもとに，実ࢪ方法の一部を

変ߋして行った．ࠓ年度は，時間ઃ定を工夫した上で

ηッションを分以下にݮらしたが， ý ݄と ÿ ݄の

説明会を合わせると，ࡢ年度と同程度の参加者を確

保できた．事ޙアンケートから，実ࢪ時期や時間ଳ等

のઃ定，そしてプレゼンテーションや質疑応答等の説

明会の内容について，ࡢ年度以上に高く評価されてい

ることが確ೝできた．入学者選抜要߲の確定に合わせ

て，ÿ ݄に加でオンライン入試説明会（内容確定版）

を実ࢪしたこともまた，意的にडけ止められていた．

ⴭ者名・タイトル

参加者ᩘは，セッション①が 17 名（17 ᰯ），セッショ

ン②が 38 名（38 ᰯ）であった．

また，セッション①と②を合わせて，⏦㎸者ᩘを㒔

㐨ᗓ┴ูに示したグラフがᅗ 2 である．㛵東ᆅ᪉と東

北ᆅ᪉を中ᚰに，北ᾏ㐨からἈ⦖まで 22 㒔㐨┴から

⏦㎸みがあった．

表 9 ．セッションูの⏦㎸み・参加状況

セッション ⏦㎸者ᩘ 参加者ᩘ 参加⋡

15: 30-16: 15 26 17 65.4%
16: 30-17: 15 45 38 84.4%

ᅗ 2 ．8 ᭶実施の入ヨㄝ᫂の㒔㐨ᗓ┴ู⏦㎸者ᩘ

3.2.2 事後アンケートの結果

オンライン入ヨㄝ᫂（内容確定∧）では表 10 のよ

うな㡯┠で事後アンケートを実施した．回答は௵意と

し，53 名からの回答を得た．参加者の⥲ィに対する回

⋡は 96.4% であった．

表 1 0 ．事後アンケートの㡯┠（8 ᭶）

Q 1 参加した回

①，②より㑅ᢥ

Q 2 ௧ 3 ᖺ 6 ᭶に実施した東北大学オンライン入ヨ

ㄝ᫂に参加しましたか

「参加した」，「参加しなかった」から㑅ᢥ

Q 3 今回（8 ᭶ 27 日）のㄝ᫂に参加してよかったで

すか

「はい」，「いいえ」から㑅ᢥ

Q 4 感想や要ᮃがあれば自⏤にお᭩きください

自⏤記㏙

Q 2 で，6 ᭶に実施したオンライン入ヨㄝ᫂に「参

加した」と回答した人が 25 名（47.2% ），「参加しなか

った」と回答した人が 28 名（52.8% ）であり，およそ

༙ᩘが，東北大学オンライン入ヨㄝ᫂の今ᖺ度初

めての参加であった．

Q 3 に対しては，回答者 53 名員が「はい」と回答

していた．参加者の‶㊊度が㠀ᖖに高かったことから，

今回，入学者㑅ᢤ日程が確定し，「௧ 4 ᖺ度東北大学

入学者㑅ᢤ要㡯」が成∧としてබ表されたことをཷ

けて，オンライン入ヨㄝ᫂（内容確定∧）を実施し

たことの意義が認められた．

Q 4 の自⏤記㏙では，ᑀなㄝ᫂でわかりやすかった

といった感想がከく，6 ᭶のㄝ᫂に参加していない

教員から，「ᩥ⛉┬の㑅ᢤ実施要㡯බ表の㐜れにకい，

2 度入ヨㄝ᫂を開ദしていただきました．ලయ的な

ኚ᭦点は，㈨料のアンࢲーラインのところだとᛮいま

すので㑅ᢤ要㡯で確認させていただきます．」➼のコメ

ントがあった．6 ᭶にも参加した教員は「᪉㔪にブࣞ

がなく安ᚰいたしました．」と㏙ていた．

4 . まとめと今後の課題

4 . 1 ௧ 3 ᖺ度の入ヨㄝ᫂について

᪂型コࣟ࢘ࢼイルス感ᰁの感ᰁᣑ大をきっかけに，

東北大学入ヨセンターがദする入ヨᗈ報活動におい

てオンラインを活用することとなり，2 ᖺ┠を㏄えた．

本✏で取り上げた，高ᰯ教員を対㇟とした入ヨㄝ᫂

は，2021（௧ 3）ᖺ度には，入ヨセンター教員がᢸ当

するㄝ᫂はオンラインで，学部の教員も協ാして行

う台場は対面で実施された．

オンライン入ヨㄝ᫂については，ᖺ度の実施結

果に対するໟᣓ的な評価をもとに，実施᪉ἲの୍部を

ኚ᭦して行った．今ᖺ度は，時間設定をᕤኵした上で

セッションᩘを༙分以下にῶらしたが，6 ᭶と 8 ᭶の

ㄝ᫂を合わせると，ᖺ度を㉸える参加者ᩘを確ಖ

できた．事後アンケートから，実施時ᮇや時間ᖏ➼の

設定，そしてプࣞࢮンテーションや質疑応答➼のㄝ᫂

の内容について，ᖺ度以上に高く評価されている

ことが確認できた．入学者㑅ᢤ要㡯の確定に合わせて，

8 ᭶に㏣加でオンライン入ヨㄝ᫂（内容確定∧）を

実施したこともまた，ዲ意的にཷけṆめられていた．

⥲じてᖺ度と同程度のクオࣜテとຠ果が維持でき
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ⴭ者名・タイトル

参加者ᩘは，セッション①が 17 名（17 ᰯ），セッショ

ン②が 38 名（38 ᰯ）であった．

また，セッション①と②を合わせて，⏦㎸者ᩘを㒔

㐨ᗓ┴ูに示したグラフがᅗ 2 である．㛵東ᆅ᪉と東

北ᆅ᪉を中ᚰに，北ᾏ㐨からἈ⦖まで 22 㒔㐨┴から

⏦㎸みがあった．

表 9 ．セッションูの⏦㎸み・参加状況

セッション ⏦㎸者ᩘ 参加者ᩘ 参加⋡

15: 30-16: 15 26 17 65.4%
16: 30-17: 15 45 38 84.4%

ᅗ 2 ．8 ᭶実施の入ヨㄝ᫂の㒔㐨ᗓ┴ู⏦㎸者ᩘ

3.2.2 事後アンケートの結果

オンライン入ヨㄝ᫂（内容確定∧）では表 10 のよ

うな㡯┠で事後アンケートを実施した．回答は௵意と

し，53 名からの回答を得た．参加者の⥲ィに対する回

⋡は 96.4% であった．

表 1 0 ．事後アンケートの㡯┠（8 ᭶）

Q 1 参加した回

①，②より㑅ᢥ

Q 2 ௧ 3 ᖺ 6 ᭶に実施した東北大学オンライン入ヨ

ㄝ᫂に参加しましたか

「参加した」，「参加しなかった」から㑅ᢥ

Q 3 今回（8 ᭶ 27 日）のㄝ᫂に参加してよかったで

すか

「はい」，「いいえ」から㑅ᢥ

Q 4 感想や要ᮃがあれば自⏤にお᭩きください

自⏤記㏙

Q 2 で，6 ᭶に実施したオンライン入ヨㄝ᫂に「参

加した」と回答した人が 25 名（47.2% ），「参加しなか

った」と回答した人が 28 名（52.8% ）であり，およそ

༙ᩘが，東北大学オンライン入ヨㄝ᫂の今ᖺ度初

めての参加であった．

Q 3 に対しては，回答者 53 名員が「はい」と回答

していた．参加者の‶㊊度が㠀ᖖに高かったことから，

今回，入学者㑅ᢤ日程が確定し，「௧ 4 ᖺ度東北大学

入学者㑅ᢤ要㡯」が成∧としてබ表されたことをཷ

けて，オンライン入ヨㄝ᫂（内容確定∧）を実施し

たことの意義が認められた．

Q 4 の自⏤記㏙では，ᑀなㄝ᫂でわかりやすかった

といった感想がከく，6 ᭶のㄝ᫂に参加していない

教員から，「ᩥ⛉┬の㑅ᢤ実施要㡯බ表の㐜れにకい，

2 度入ヨㄝ᫂を開ദしていただきました．ලయ的な

ኚ᭦点は，㈨料のアンࢲーラインのところだとᛮいま

すので㑅ᢤ要㡯で確認させていただきます．」➼のコメ

ントがあった．6 ᭶にも参加した教員は「᪉㔪にブࣞ

がなく安ᚰいたしました．」と㏙ていた．

4 . まとめと今後の課題

4 . 1 ௧ 3 ᖺ度の入ヨㄝ᫂について

᪂型コࣟ࢘ࢼイルス感ᰁの感ᰁᣑ大をきっかけに，

東北大学入ヨセンターがദする入ヨᗈ報活動におい

てオンラインを活用することとなり，2 ᖺ┠を㏄えた．

本✏で取り上げた，高ᰯ教員を対㇟とした入ヨㄝ᫂

は，2021（௧ 3）ᖺ度には，入ヨセンター教員がᢸ当

するㄝ᫂はオンラインで，学部の教員も協ാして行

う台場は対面で実施された．

オンライン入ヨㄝ᫂については，ᖺ度の実施結

果に対するໟᣓ的な評価をもとに，実施᪉ἲの୍部を

ኚ᭦して行った．今ᖺ度は，時間設定をᕤኵした上で

セッションᩘを༙分以下にῶらしたが，6 ᭶と 8 ᭶の

ㄝ᫂を合わせると，ᖺ度を㉸える参加者ᩘを確ಖ

できた．事後アンケートから，実施時ᮇや時間ᖏ➼の

設定，そしてプࣞࢮンテーションや質疑応答➼のㄝ᫂

の内容について，ᖺ度以上に高く評価されている

ことが確認できた．入学者㑅ᢤ要㡯の確定に合わせて，

8 ᭶に㏣加でオンライン入ヨㄝ᫂（内容確定∧）を

実施したこともまた，ዲ意的にཷけṆめられていた．

⥲じてᖺ度と同程度のクオࣜテとຠ果が維持でき
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ⴭ者名・タイトル

参加者ᩘは，セッション①が 17 名（17 ᰯ），セッショ

ン②が 38 名（38 ᰯ）であった．

また，セッション①と②を合わせて，⏦㎸者ᩘを㒔

㐨ᗓ┴ูに示したグラフがᅗ 2 である．㛵東ᆅ᪉と東

北ᆅ᪉を中ᚰに，北ᾏ㐨からἈ⦖まで 22 㒔㐨┴から

⏦㎸みがあった．

表 9 ．セッションูの⏦㎸み・参加状況

セッション ⏦㎸者ᩘ 参加者ᩘ 参加⋡

15: 30-16: 15 26 17 65.4%
16: 30-17: 15 45 38 84.4%

ᅗ 2 ．8 ᭶実施の入ヨㄝ᫂の㒔㐨ᗓ┴ู⏦㎸者ᩘ

3.2.2 事後アンケートの結果

オンライン入ヨㄝ᫂（内容確定∧）では表 10 のよ

うな㡯┠で事後アンケートを実施した．回答は௵意と

し，53 名からの回答を得た．参加者の⥲ィに対する回

⋡は 96.4% であった．

表 1 0 ．事後アンケートの㡯┠（8 ᭶）

Q 1 参加した回

①，②より㑅ᢥ

Q 2 ௧ 3 ᖺ 6 ᭶に実施した東北大学オンライン入ヨ

ㄝ᫂に参加しましたか

「参加した」，「参加しなかった」から㑅ᢥ

Q 3 今回（8 ᭶ 27 日）のㄝ᫂に参加してよかったで

すか

「はい」，「いいえ」から㑅ᢥ

Q 4 感想や要ᮃがあれば自⏤にお᭩きください

自⏤記㏙

Q 2 で，6 ᭶に実施したオンライン入ヨㄝ᫂に「参

加した」と回答した人が 25 名（47.2% ），「参加しなか

った」と回答した人が 28 名（52.8% ）であり，およそ

༙ᩘが，東北大学オンライン入ヨㄝ᫂の今ᖺ度初

めての参加であった．

Q 3 に対しては，回答者 53 名員が「はい」と回答

していた．参加者の‶㊊度が㠀ᖖに高かったことから，

今回，入学者㑅ᢤ日程が確定し，「௧ 4 ᖺ度東北大学

入学者㑅ᢤ要㡯」が成∧としてබ表されたことをཷ

けて，オンライン入ヨㄝ᫂（内容確定∧）を実施し

たことの意義が認められた．

Q 4 の自⏤記㏙では，ᑀなㄝ᫂でわかりやすかった

といった感想がከく，6 ᭶のㄝ᫂に参加していない

教員から，「ᩥ⛉┬の㑅ᢤ実施要㡯බ表の㐜れにకい，

2 度入ヨㄝ᫂を開ദしていただきました．ලయ的な

ኚ᭦点は，㈨料のアンࢲーラインのところだとᛮいま

すので㑅ᢤ要㡯で確認させていただきます．」➼のコメ

ントがあった．6 ᭶にも参加した教員は「᪉㔪にブࣞ

がなく安ᚰいたしました．」と㏙ていた．

4 . まとめと今後の課題

4 . 1 ௧ 3 ᖺ度の入ヨㄝ᫂について

᪂型コࣟ࢘ࢼイルス感ᰁの感ᰁᣑ大をきっかけに，

東北大学入ヨセンターがദする入ヨᗈ報活動におい

てオンラインを活用することとなり，2 ᖺ┠を㏄えた．

本✏で取り上げた，高ᰯ教員を対㇟とした入ヨㄝ᫂

は，2021（௧ 3）ᖺ度には，入ヨセンター教員がᢸ当

するㄝ᫂はオンラインで，学部の教員も協ാして行

う台場は対面で実施された．

オンライン入ヨㄝ᫂については，ᖺ度の実施結

果に対するໟᣓ的な評価をもとに，実施᪉ἲの୍部を

ኚ᭦して行った．今ᖺ度は，時間設定をᕤኵした上で

セッションᩘを༙分以下にῶらしたが，6 ᭶と 8 ᭶の

ㄝ᫂を合わせると，ᖺ度を㉸える参加者ᩘを確ಖ

できた．事後アンケートから，実施時ᮇや時間ᖏ➼の

設定，そしてプࣞࢮンテーションや質疑応答➼のㄝ᫂

の内容について，ᖺ度以上に高く評価されている

ことが確認できた．入学者㑅ᢤ要㡯の確定に合わせて，

8 ᭶に㏣加でオンライン入ヨㄝ᫂（内容確定∧）を

実施したこともまた，ዲ意的にཷけṆめられていた．

⥲じてᖺ度と同程度のクオࣜテとຠ果が維持でき
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総じてࡢ年度と同等のクオリティと効果が維持できて

おり，もとより高いਫ準にあった参加者のຬ度がさ

らに向上していたことから，2 年間のऔみを通して，

高校教員を対とした入試説明会をオンラインで実ࢪ

する際の方法論の基礎が確立できたとݴってྑいだΖ

う．

一方で，本説明会への申ࠐ者には，地域によるࠩ異

があることが明らかになった．特に申ࠐ者の少なかっ

た中国・࢛国地方およびभ・ԭೄ地方は，東北大学

からの地理的ڑ離も遠く，志願者・入学者の少ない地

域である．このような遠方地域に対する入試報とし

てどのようなアプローチが有効か，ޙࠓ検討していく

必要がある．

対面で実ࢪしたઋ会場については，すでにड़べた

ように，教員15໊すべての説明会を収し，:ouTuCe

で動ըを公開している．本稿では，入試ηンター教員

によるオンライン入試説明会を中心に論じたが，

:ouTuCe等でのオンデマンド型コンテンツの提供も，

オンラインを活用した入試報活動の 1 つの形であ

る．ࠓճの収動ը公開の効果についてはผ్検ূを

行い，次年度以߱の報活動に活かしていきたい．

ûõù　次Ҏ߱ͷల։͚ͯ
この 2 年間で，オンラインによる入試報活動に関

するノウハウが積され，一定程度のクオリティを維

持するための基൫を築くことができた．次年度以߱は，

アフターコロナの社会を見据え，対面とオンラインを

いかにみ合わせ，どのようにハイブリッドで展開し

ていくかを現実的に検討しなくてはいけない段֊とな

るだΖう．

2021（令和 3 ）年度の東北大学入試説明会では，ઋ

会場における֤教員の説明会はオンデマンド型コン

テンツとして提供している．全国のෳのࢢで実ࢪ

されてきた東北大学入試説明会の中でも，ઋ会場は，

֤学部の入試に関する説明を֘学部の教員から直

聞くことのできる།一の機会である，という特が

あった．ޙࠓ，新型コロナウイルス感染症の感染状گ

が収束したとしても，学部教員のෛ୲やコストをצҊ

すると，全学部の教員が入試ηンター教員とڞに全国

ेの会場に出向いて説明を行うことは難しい．この

ような状گにおいて，特ผな機会をより多くの高校教

員がڗडできるようにするための 1 つの方法として，

オンデマンド型コンテンツは有意義であΖう．オンデ

マンド型コンテンツのޙࠓの継続活用については，ア

クηス解析やຬ度ௐࠪ等による効果検ূを行い，Τ

Ϗデンスに基づいた検討を進めていく．

これに対して，入試ηンター教員のみが୲したオ

ンライン入試説明会は;oomミーティングや;oom

ウΣϏナーによるリアルタイム型で行われ，いずれも

説明会のޙに質疑応答の時間をઃけた．オンデマンド

型とは異なるリアルタイム型の一൪のັྗは，方向

コミュニケーションが可能な点である．対面の入試説

明会では，説明会のޙに意で利用できる相談ブース

がઃけられていたが，オンラインとなっても質疑応答

の時間が確保されていたことが，参加者の高いຬ度

の要因の 1 つとなっていたのではと考える．

ý ݄に実ࢪしたオンライン入試説明会における事ޙ

アンケートの自由هड़の中には，「オンラインで実ࢪ

していただけたので，出張や授業の振りସえをしなく

てࡁんでありがたかったです．」という意見もあり，

移動コストのݮといったオンライン特有のϝリット

を実感している参加者も一定いたようである．その

一方で，中国・࢛国地方やभ・ԭೄ地方等，遠方の

高等学校の教員には，あまり参加してもらえていない

という実情も明らかになった．

2019（令和元）年度まで対面で実ࢪしていた際には，

岡山，ݝ島ݝ，そして岡ݝでも入試説明会が開࠵

されており，初から，これらの会場はଞの会場に比

較して参加者が顕ஶに少ない向にあった（倉元΄

か 2020）．それでも対面で行うことの意義は，入試

報活動の実ࢪ者ଆにこそあった．それは，遠隔地域に

限らないが，֤ 地で入試説明会を実ࢪすることにより，

東北大学への志願者を༴する֘地域のෳの高等

学校の教員コミュニティ，ݴわばステークϗルμーの

集ஂに，こちらからアプローチする貴重な機会となっ

ていた，という点である．入試説明会は，東北大学と

高校教員との間における情報交換の場としても機能し

ており，そこでの交流を通じて，高大続に関わる地

域ݻ有の問題が見えてくるケースもあった．

オンラインでも方向コミュニケーションは可能で
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あるものの，オンライン入試説明会の場合には，Ծ想

的にではあるが，全国֤地の高等学校から一Օ所に集

合してもらっている状گと同じである．ここに，対面

とオンラインとの本質的な違いが見出された．オンラ

イン入試説明会への参加者が少なかった地域にも，こ

ちらから出向き，ニーζアηスϝント等を通して，参

加動機をଅ進する要因に関する検討をஸೡに行うこと

で，ঃ々に東北大学に目を向けてもらうことにつなが

るのではないだΖうか．

新型コロナウイルス感染症の感染拡大というٸۓ事

態を契機として，東北大学における入試報活動のオ

ンライン化がଅ進されることとなったが，従来の対面

での報活動の意義についてや，オンラインの果たす

役割，そしてޙࠓの入試報活動のあり方についてな

ど，ख़考するきっかけともなった．アフターコロナに

おける東北大学の入試報活動の新たな展開に向け

て，この 2 年間のऔみの成果を活かしていきたい．

ँࣙ
本研究は+SPS科研අ+P21H04409のॿ成をडけた研

究成果の一部である．
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